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この部会で目指すしたいこと

江戸川区地域自立支援協議会 (区ホームページより)

障害者の地域における自立した生活を支えるための中核機関
• 関係機関等のネットワークの構築
• 情報共有を推進する

災害時自立支援部会

• みんなが助かる方法を本気で考える
• 実行に移す道筋をつける



これまでの２回の部会

12/16

地震編
2/10

水害編

様々な課題
様々なアイデア



皆様の力が発揮されました

当事者や、当事者に
近い人が見えている課題

そうではない人の場合、課題は
「ぼんやりとしかわからない」または
「みえない」



このようにまとまりました



来年度の「災害時自立支援部会」は？

知恵を絞
りながら
実践する

多様なス
テークホ
ルダーと
ともに

個人や地
域を変え
る手がか
りを得る

今日は来年度のアクションについて考えます！



11年前の東日本大震災
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津波で18,420人の命が失われました



みんなが
助かるた
めに

みんなで
助けるた
めに

五 被災者による主体的な取り組みを阻害することのないよう配慮しつつ、被災者の年齢、性別、
障害の有無その他被災者の事情を踏まえ、その時期に応じて適切に被災者を援護すること。

災害対策基本法の「基本理念」(２条の2)

国内でも海外でも確認されていること -災害時、誰一人取り残さない



国内でも海外でも確認されていること -災害時、誰一人取り残さない

• 誰一人取り残すことのないインクルーシブ防災を原則とすることが確認
• インクルーシブ防災を進める上で、様々な個別のニーズを持ちその解決に取
り組む当事者と関連組織が、大きな役割を果たすことが期待



「インクルーシブ防災」という考え方



とはいえ、「書いてある」ことは、自動的に「実現」するわけではない

ギャップ

地域の
腕の見
せどこ
ろ



防災や災害対応は誰が行う？

行政、消防等 地域・ボランティア

自分と家族
自助

共助公助



住民と江戸川区役所職員の数の比較

江戸川区民
の人口

約69万人

区役所職員

約3,600人
190:1



自治体の資金は限られている

区の本年度の一般
会計の当初予算の
うち、防犯・防災
などの経費は 14億
円(0.4%)

パイを大幅に増や
すことは難しい。
でも賢い使い方は

できる。



共助はどうでしょう？

行政、消防等 地域・ボランティア

自分と家族
自助

公助
共助



理念で終わらせないために –来年度の部会

知恵を絞
りながら
実践する

多様なス
テークホ
ルダーと
ともに

個人やし
くみを変
革する道
筋を見出
す



今日の流れ

1 これまでの振り返り

3

2

4アクションアイデアの検討

ありたい姿の共有
～みらいワークショップ～

Check-out



ウォーミングアップ: 天使の聞き方

あ 〇〇〇〇を見て

い 〇〇しないで

う 〇〇、〇〇を多く
え 〇〇〇〇豊かに

お 〇〇返しながら聞く

あ 相手の目を見て

い 意見しないで

う うなずき、あいづちを多く
え 感情表現豊か

お オウム返しながら聞く

自己紹介(ひとり30秒)



みんなが助かる方法を本気で考え、実行に移す道筋
をつける → バックキャスティングで考える

「フォアキャスティング」 「バックキャスティング」

過去の成功体験にとらわれて、延長線のまま将来を予測する方法
複雑な問題が全て解決された

未来の理想的な姿（ありたい姿）を描き、そこを起点に
実現するためのアクションを考える発想法



2030年の江戸川区を想像しよう: 災害が起こったとき、命と健康は守
られる？

個人の防災意識や
備えが弱い

地域でインク
ルーシブ防災が
進んでいる

地域でインク
ルーシブ防災が
進んでいない

個人の防災意識や
備えが強いA B

C D



地震用ガイド質問

• 当事者の地震の備えはできてい
た？

• 事業者の地震の備えはできてい
た？

• 大きな揺れがきたとき、大丈夫？
• 在宅避難はできている？備蓄品は
ある？

• 在宅避難が難しい方は避難所で過
ごせる？

• 避難生活の間、命のリスクはな
い？

• 地域や行政の支援は届いている？
支援の質は？

• 地域や行政の支援の質は？

水害用ガイド質問

• 当事者の水害の備えはできてい
た？

• 事業者の水害の備えはできてい
た？

• ひとりひとりが自分に合った避難
先を事前に確保できている？

• 自力&個別避難が難しい人向けに、
集団避難できる場所が確保できて
いる？

• 水害が起こる前に避難が完了して
いる？

• 避難に伴う負荷（お金、人、もの
など）は解決されている？
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ありたい未来に向けたアクションを考えよう

個人の防災意識や
備えが弱い

地域でインク
ルーシブ防災が
進んでいる

地域でインク
ルーシブ防災が
進んでいない

個人の防災意識や
備えが強いA B

C D
ワクワクする、

やる価値があると思える
アクションを一人づつ選ぼう



アクションを書いてみよう(3分)

各自、取り組んでみたい
or 実現してほしい「アク
ション・アイデア」を、A4
シートに大きく描きます。

〇〇〇



チームを作ろう

チームづくりの基準

1.同じ内容を描いている人
2.内容はちがうけど一緒になると化学反応がおきそ
うな人
3.自分の考えを捨ててでも一緒に考えてみたい人



(再掲)「インクルーシブ防災」という考え方



大きくわけて4種類のアクションが提示されている

①個人・当事者コミュニティの防災力を強化する
一人一人がリスクを理解し、防災対策を実行できるようにする

②
地
域
と
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ

防
災
を
進
め

る

③
よ
り
良
い

公
助
の
あ
り

方
を
研
究
し
、

提
案
す
る

④
支
援
の
資

源
を
開
拓
す

る

江戸川内外でつながる、
多様なステークホルダーで変えていく

みんなが助かる江戸川区になる



個人・当事者コミュニティの防災力を強化する
一人一人がリスクを理解し、防災対策を実行できるようにする

地震編



地域とインクルーシブ防災を進める地震編



より良い公助のあり方を研究し、提案する地震編



①個人・当事者コミュニティの防災力を強化する
一人一人がリスクを理解し、防災対策を実行できるようにする

水害編



③より良い公助のあり方を研究し、提案する水害編



支援の資源を開拓する水害編



今日の流れ

1 これまでの振り返り

3

2

4アクションアイデアの検討

ありたい姿の共有
～みらいワークショップ～

Check-out


